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性特異的致死悶子SRO(S巴xRatioOrganism)は、 Drosophilawillistoni種群の中から発見されたマイコプラ

ズマの一種で、維に対し特異的な致死作用を持ち、雌の体内で増殖し次の世代に{ぷi議される(Poulsonand Saka-

guchi， 1961; Sakaguchi and Poulso九 lヲ61)0SROの形態は、スピロヘータ様のらせん形で、長さ5-6μm、直径

0.15μmである(WilIiamson，1969)。従来より、主としてPoulsonのグループの坂口、大石、 Williamsonらを

中心にSROの性質や性決定遺伝子との関連などの解析が盛んに行われてきた(Williamsonand Poulsonヲ 1979参

照)。

今回は、(1)卵形成の時期のSROの挙動、 (2)受精後のSROの挙動と神経芽縦胞の特異的な縦臨死、 (3)将

来の解析のための移横実験の結楽について報告する。

(1) SROを持つハエの系統の一つ ORNSR(D. nebulosaのSROをD.melanogasterの野生型系統Oregon-

Rに移植したもの)の卵形成を調べると、卵黄形成期に体液中に存復する SROは卵母細胞の pinocytosisにより、

別l母:細胞の中へ、さらには細胞内の細胞内小胞や卵黄頼粒の中に入り込む事が分かった。卵形成が終了し、成

熟郎母締胞になる壌にはSROは卵母細胞のほぼ全域で見られるようになる。

(2)受精後、卵黄穎粒や総胞内小胞に入っている SRO'ま膜からおて継胞質仁科こ泳ぎだすものもある。 E杢盤葉

期には、細胞間の隙間や中央卵黄郊と表層細胞j議の聞に分布する。 SROHfは、議sf期終了直後も、特別な発生

奥常は見られない。しかし、外脹楽性の細胞層にある神経芽細胞が中距葉性の細胞層の問にくびれでる直後に、

およそ半数のSROHfで、神経芽細胞に細胞死が起こる。この神経芽細胞の細胞死が雄の妊に限られるものであ

るのなら、 SROの雄特異的致死作用は神経芽絡胞のp栂抱死によるものと考えられる。

このような給条から、今後のSIミ0研究の大きな課題として、神経芽綴胞の性的な違いがどのような遺伝的支

配により形成されるのか。また、 SROが、神経芽細胞と他の細胞との違い・維と雌の神経芽細胞の遠い(性的

こ型?)をどの様に識別し、細胞死を引き起こすのかを明らかにすることにあると思われる。

(3) SROの持つ雄特異的致死作用を解析するため以下のような細胞質移植実験走行った。

(a)まず、 SRO娠の神経芽紹胞の特異的な綴総死を考えると、Jjs全域に SROが存在しなくても受精度後の卵

の予定神経域に存在するだけでま量阪が死ぬはずである。そこで、 SROの感染していない正常事手の各部域に少量

のSRO感染目玉の細胞質を移植した。その結果、 SRO妊の細胞質を移植された脹<:'は鮮化率や雄の羽化率は、

SRO 非感染匹の細胞質を移植したコントロールに比べ、大きな~‘は見られなかったが、卵の腹部と背部に移植

されたものは、雄の羽化率が大きく減少していた。この結果は、腹部は予定腹部神経節が形成されるために神

経芽総胞が特異的に燈害されたものと考えられる。また、頭部が形成される議援に移植されたものでは雄の:]:]

1t率は減少しなかった。

(b)次に、移植する SRO卵の細胞質の量を変えてみると、基本的には移植する愛が増加するにしたがって、全

体的な鮮化率の減少と共に雄の~J;Jイヒ率が減少する事が分かつた。

* Abstract of paper read at the 26th Annual Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， Jun， 

1-2， 1991 (Bandai， Fukushima) . 
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